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　新年あけましておめでとうございます。
　令和２年の輝かしい新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　会員の皆様には、日頃から当協会の事業推進に対しまして、ご理解、ご尽力を賜り、厚く御礼
申し上げます。また、栃木県、県内各消防本部及び関係団体の皆様には、格別のご指導、ご協力
を賜り、心より御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、例年同様に全国各地において様々な災害が発生しております。
８月に九州北部で発生した前線に伴う大雨、９月に千葉県をはじめ関東地方で猛烈な風雨となっ
た台風15号、10月に東日本太平洋側を中心に記録的な大雨により甚大な被害をもたらした台風19
号など、多くの自然災害が発生しました。また、火災については、10月に沖縄県で首里城がほぼ
全焼しております。これらの災害により、各地で多くの尊い命や貴重な財産が失われており、特に、
台風19号では、本県でも４名の方が亡くなられ、多くの住家被害が生じております。改めて、日
頃から防火防災、危機管理に対する意識を高めるとともに、常に万全の備えをしておくことの重
要性を認識させられたところでございます。これらの災害で犠牲となられた方々に対しまして、
衷心よりご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災されました方々に対しまして、お見舞いと
一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。
　災害の態様が大型多様化する中、当協会といたしましては、災害から県民の生命、身体及び財
産を守るため、消防防災用設備機器等の設置及び維持管理の適正化の推進、消防設備士法定講習
等の各種講習会の開催、消防用点検済表示制度の推進、点検報告制度の啓発、火災予防思想の啓
発広報等を積極的に展開し、安全安心の確保に努めてまいる所存であります。今後とも、関係各
位のご指導、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　結びに、今年の干支は「子」でありますが、ねずみはたくさんの子を産むことから繁栄の象徴
とされております。本年が、災害の無い穏やかな年であることを願うとともに、皆様にとりまし
て大いなる飛躍とご繁栄の年となりますよう心より祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

一般財団法人栃木県消防設備保安協会
理事長　和　田　　　均
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皆様、あけましておめでとうございます。
　一般財団法人栃木県消防設備保安協会の会員の皆様におかれましては、平素から各種消防用設
備等の適正な点検業務の推進、火災予防に係る安全思想の普及など、「安全安心な地域社会」の実
現に向けて多大な貢献をされていることに対し、深く敬意を表しますとともに心から感謝申し上
げます。
　さて、昨年は令和元年台風第19号に伴う記録的な豪雨により、県内でも尊い人命が失われたほか、
家屋や店舗、工場等の浸水をはじめ、河川・道路等の公共施設、農地や森林、農作物等に甚大な
被害が発生しました。一日も早い被災者の生活の安定と被災地の復旧・復興のために、国や市町
をはじめ関係機関と緊密に連携し、生活や生業の再建を全力で支援して参ります。
　現在、本県が目指す将来像「人も地域も真に輝く 魅力あふれる元気な“とちぎ”」の実現に向け、
栃木県重点戦略「とちぎ元気発信プラン」の総仕上げを行うとともに、人口減少・高齢化、気候
変動などに起因する諸課題に対応するため、中長期的な展望に立って次期プランの策定を進めて
おります。
　また、栃木県版まち・ひと・しごと創生総合戦略「とちぎ創生1

いちご

5戦略」に続く次期戦略では、
これまでの取組の成果等を踏まえて施策の改善・強化を図るとともに、新たな視点に基づく施策
を推進して、人口減少問題の克服と地域の活力の維持に努めて参ります。
　具体的には、本県の地理的優位性を生かし、とちぎの未来を担う若者の東京圏からのＵＩＪター
ンや、将来的な移住にもつながる「関係人口」の創出・拡大に取り組むとともに、Society 5.0の実
現に向けて、あらゆる分野における未来技術の導入を促進し、企業等の生産性や県民生活の利便
性の向上等を図るほか、防災・減災、国土強靱化の推進により安全・安心なとちぎづくりにもつ
なげて参ります。
　３月には、本県において東京2020オリンピック聖火リレーが実施されます。また、夏に開催さ
れる東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、多くの外国人観光客が来日するこ
とが予想されることから、拡大するインバウンド需要を取り込むほか、その２年後に本県で開催
する国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」及び全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」
につきましても、県民総参加で感動を共有できる大会となるよう、各種取組を着実に進めていき
たいと考えております。さらに、本県の魅力・実力を、デジタル技術を活用して国内外に発信す
るなど、とちぎブランドの確立により一層努めて参ります。
　県民の皆様が未来に希望を抱き、ふるさとに誇りを持てるとちぎを創るため全身全霊で取り組
んで参りますので、今後とも、地域社会の安全確保のため、引き続き御支援、御協力を賜ります
ようお願い申し上げますとともに、貴協会のますますの御発展と、本年が会員の皆様にとって素
晴らしい年となりますことを祈念申し上げまして、新年のごあいさつといたします。

令和２(2020)年　新年のご挨拶

栃木県知事
福　田　富　一
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　新春を迎え、皆様に謹んでご挨拶を申し上げます。
　当センターは、1975年の創立以来、消防機関や関係業界の皆様から多大なご支援とご指導を賜
わり、逐次業務の拡充を図って参りました。
　消防設備点検資格者等の消防技術者を養成するための各種講習や消防防災用設備機器の認定・
性能評定、消防防災情報通信システムの調査・設計・施工監理、消防防災に関する国際協力及び
調査研究、違反是正支援事業、各種出版物の刊行等、多岐にわたる業務を、都道府県消防設備協
会及び消防防災事業団体等と緊密に連携して実施しております。
　さて、近年は自然災害が多発しており、昨年も大型の台風15号や19号等の、記録的豪雨による
水害・土砂災害等で大きな被害が発生し、また７月には京都アニメーション放火事件により多く
の方々がお亡くなりになり、再発防止に向け消防庁より通知が発出されました。
　こうした火災・災害に対応していくことが求められる状況を踏まえ、当センターといたしまし
ては、消防機関をはじめ関係機関と連携し、火災はもとより、発生が懸念される様々な自然災害
等に対応した大規模防火対象物における自衛消防組織の充実強化や、複雑・多様化した建物等に
おける安全の確保に向けて、当センターに期待される役割を積極的に果たしていきたいと考えて
おります。
　引き続き、各事業のさらなる充実を図りますとともに、時代変化に的確に対応した積極的な事
業展開に努めて参りますので、本年も皆様の一層のご理解、ご支援をお願い申し上げます。
　結びに、新しい年が平穏な年でありますこと、そして皆様のご多幸とご発展を心からご祈念申
し上げ、新年のご挨拶といたします。

新春のご挨拶

一般財団法人日本消防設備安全センター
理事長　門　山　泰　明
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和田理事長旭日雙光章受章

消防庁長官表彰・（一財）日本消防設備安全センター 理事長表彰

　令和元年度秋の叙勲において、和田均理事長
が「旭日雙光章」を受章され、伝達式が12月11
日に東京プリンスホテル（東京都港区）で行わ
れました。
　当協会にとりましても大変名誉なことであ
り、お祝いを申し上げるとともに、ますますの
ご活躍をご祈念申し上げます。

受賞された阿波氏、髙根沢氏（左から）

　昨年11月1日に明治記念館（東京都港区）において､消防庁及び一般財団法人日本消防設備安全
センター主催の令和元年度消防設備関係功労者等表彰式が行われました。
　本県からは次の３名の方が受賞されました。心よりお慶び申し上げますとともに今後のますま
すのご活躍をご祈念申し上げます。
〇　消防庁長官表彰　　　　　　阿波　保雄氏（栃木防災株式会社）
〇　消防設備保守関係者表彰　　大橋　　保氏（大橋総設工業株式会社）（所用により欠席）
〇　優良事業所表彰　　　　　　有限会社那須総合防災センター（代表髙根沢三男氏）
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栃木県・真岡市主催の総合防災訓練に参加（令和元年９月１日（日）開催）

	 協会ブース	 訓練風景

　令和元年度の栃木県総合防災訓練が、昨年９月１日に真岡市鬼怒自然公園において開催さ
れました。
　訓練は県南東部にマグニチュード７.３の直下型地震が発生し、真岡市を中心に家屋が倒壊
し、公共施設やライフラインに甚大な被害が発生したとの想定で実施されました。福田富一
栃木県知事を始め、警察、消防など約１,３００名が参加して行われ、一般の方約３,７００名
が来場されました。
　当協会も展示ブースを設置し、住宅用火災報知器等の設置促進や広報宣伝を行い、多くの
方に関心を持って頂きました。

防　災　関　連　情　報

前理事長故芦澤伸氏叙位叙勲受章
　前理事長故芦澤伸氏が、令和元年12月２日に従六位を授与されました。
　生前のご功績に敬意を表すとともに謹んでご冥福をお祈り致します。
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１）紹介者氏名
　　宇都宮営業所長　　岡信　賢二

　●ひとこと
　最適な防災システムや各種サービスをとおして多くの皆様へ「安心」を提供していきたい
と考えています。防災のパイオニアとして、たえず新しいフィールドへ意欲的にチャレンジ
しています。

２）会社概要
　　会　社　名　　能美防災株式会社
　　　　　　　　　　北関東支社宇都宮営業所
　　住　　　　所　　栃木県宇都宮市宿郷2−7−16
　　　　　　　　　　メゾン千秀
　　　　　　　　　　TEL 028-637-4317
　　　　　　　　　　FAX 028-634-6156
　　表示登録番号　　09－1－004
　　従 業 員 数　　７名
　　取 得 資 格　　消防設備士　甲種第１類・２類・３類・４類・５類
　　　　　　　　　　消防設備士　乙種第６類・７類
　　　　　　　　　　防火対象物点検資格者・防災管理点検資格者
　　　　　　　　　　第１種・第２種消防設備点検資格者

３）点検業務の取り組み方
　非常に重要なポイントは、完成した防災システムが時間が経過しても確実に機能するための
品質を維持することです。
　研究・開発設計・施行・メンテナンスまで一貫として取り組み、設備全体を把握しながら、
高品質なメンテナンスとお客様受付の24時間サポート体制（CSサービスセンター）を確立し高
品位の安全を提供しています。

４）当協会に期待すること
　協会の会員間の情報交換・県内の業界動向の情報提供を維持します。

点検済表示登録会員紹介
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 代表者変更（敬称略） 
①能美防災株式会社宇都宮営業所　　②柳田防災	 ③大和エンジニアリング(株)東部営業所
　（旧）高山　智昭　　　　　　　   　（旧）柳田　好明	 	 （旧）山田　英夫
　（新）岡信　賢二　　　　　　　   　（新）柳田　真功	 	 （新）青木　智治
④伊藤電機株式会社　　　　　　⑤ALSOK双栄株式会社栃木支店　　　　⑥株式会社勝　電気
　（旧）伊藤　紘八　　　　　　　（旧）大塩　マルコス	 　　　　　　　（旧）津田　勝弘
　（新）伊藤　和博　　　　　　　（新）野本　幸弘	 　　　　　（新）津田　篤志
⑦協同組合栃木県消防設備保守協会 
　（旧）芦澤　　伸
　（新）笹岡　　章

 住所及び電話・FAX番号変更（敬称略） 
①栃木県消防整備株式会社
　（旧）住所：〒320-0043　宇都宮市桜1-1-1　　　　電話：028-610-8180　　FAX：028-633-2770
　（新）住所：〒321-0912　宇都宮市石井町1222-15　電話：028-688-7681　　FAX：028-662-4855
②株式会社トクシン電気
　（旧）住所：真岡市上大沼171-3
　（新）住所：真岡市下大沼1-2-1

前　　　期 後　　　期
試 験 日 令和２年　９月13日（日） 令和３年　３月28日（日）
試 験 会 場 栃木県立宇都宮工業高等学校（宇都宮市雀宮町52）
種 類 甲種・乙種

願書申請期間

電子申請 電子申請
令和２年７月３日（金）〜7月14日（火）令和３年１月15日（金）〜１月26日（火）

書面申請 書面申請
令和２年7月６日（月）〜7月17日（金）令和３年１月18日（月）〜１月29日（金）

合格発表予定 令和２年10月19日（月）予定 令和３年４月28日（水）予定
願書等常置場所 （一財）消防試験研究センター栃木県支部、栃木県内各消防本部
願書受付場所 （一財）消防試験研究センター栃木県支部

問い合わせは（一財）消防試験研究センター栃木県支部　℡028（624）1022へ

令和２年度　消防設備士試験日程

会　員　情　報
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◆ 消防設備士法定講習は、例年通り10月下旬を予定しています。
　平成30年に免許を取得された方または平成27年に講習を受講された方が対象です。
　前回、栃木県で受講された方には受講案内を通知していますが、住所移転や改名などあった
際には届かない場合があります。住所等に変更があった場合には、当協会（☎︎028−625−4611）
にて変更手続きをお願いします。

◆ 令和２年度は実務研修会が開催されます。（11月中旬予定）
　消防用設備等の点検技術者の知識・技能向上のため、実務研修会を行います。詳細は９月頃ホー
ムページに掲載しますので、ぜひご参加下さい。

◆ 代表者や所在地等に変更のあった場合には、届出書の提出をお願いします。
　会員名簿（令和元年10月１日現在）記載事項に変更があった場合には､ 会員専用ページより
様式をダウンロードし該当項目を記入のうえ提出して下さい。
　また、点検済表示登録会員の変更についても併せて提出して下さい。

◆ ４月から防火管理講習・防災管理講習の申込み先が変わります。
　令和２年４月から、日本防火防災協会主催の防火管理講習及び防災管理講習の申込み先は、
全て日本防火防災協会になります。また、受講料の額、申込み方法も変更されます。詳細は日
本防火防災協会のホームページでご確認下さい。

◆ 県外の点検済票の注文について
　当協会が発行する点検済票は、県外では使用できません。消防用設備等が設置されている都
道府県の各設備協会が発行する点検済票が必要です。
　点検済票交付申請書の下部に他県用の記入欄がありますのでご利用下さい。

協会からのおしらせ

役員変更のおしらせ
　前理事長故芦澤伸氏が令和元年10月17日に逝去されたことに伴い、11月13日の臨時理事会にお
いて、新理事長に和田均氏、副理事長に阿波保雄氏が選任されました。

役　職　名 氏　名 事　業　所　名 部　会
理 事 長 和　田　　　均 和田工業（株） 管 工 事
副理事長 吉　成　孝　夫 大成電設（株） 電気工事
〃 阿　波　保　雄 栃木防災（株） 消防設備

理　　事 小　牧　伸　敏 （株）小牧工業 管 工 事
〃 大　橋　　　保 大橋総設工業（株） 〃
〃 戸　塚　　　守 戸塚電工（株） 電気工事
〃 和久井　文　夫 ( 有 ) 和久井電気 〃
〃 村　山　脩三郎 （有）村山商会 消防設備

常務理事 高　木　伸　也 （一財）栃木県消防設備保安協会 　
監　　事 長　　　光　博 （株）長工業 管 工 事
〃 渡　辺　克　久 （株）ユーユー商会 消防設備
〃 廣　瀬　文　夫 （株）廣瀬住建 電気工事
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事 務 連 絡 

令 和 元 年 ６ 月 1 7 日 

 

一般財団法人日本消防設備安全センター 

 一般社団法人全国消防機器協会 

 

消 防 庁 予 防 課 

消 防 庁 危 険 物 保 安 室 

  

 

消火設備等の工事等に係る法令遵守の徹底について 

 

 今般、給油取扱所の消火設備において、不適切な工事等が行われたため、有効に機能しな

い状態となっていた事案が発生しました（別紙１参照）。 

 消防用設備等に係る工事においては、消防法令に定める技術上の基準に適合させること

はもとより、消防法（昭和 23年法律第 186 号。以下「法」という。）第 17条の５に基づく

適格な消防設備士による工事の実施や法第 17 条の 14 に基づく着工届の提出など法令遵守

を徹底する必要があります。 

消防用設備等の施工事業者等においては、適切な工事管理体制を確保し、施工担当者にお

ける消防設備士の資格取得の推進、適格な資格者の配置及び工事に携わる従業員への教育

等を徹底するようお願いします。 

 貴団体におかれましては、傘下の各団体に対して、この旨を注意喚起してくださいますよ

うお願いします。 

 なお、このことについては、別紙２のとおり、都道府県等及び関係事業者団体に対しても

お知らせしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（問い合わせ先） 

消防庁危険物保安室 

担当：竹本、大越、小島 

TEL 03-5253-7524 / FAX 03-5253-7534 

御中 
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別紙１ 

給油取扱所における消火設備の不適切な工事等の概要 
 
 
１ Ｘ社は消防用設備等の施工等を行っている企業であり、その従業員のＡは消火設備の営業

担当である。Ａは、複数の給油取扱所の消火設備において、以下の不適切な工事等を行った。 
ア 消火設備の工事を行うために必要とされる甲種消防設備士の資格（法第 17 条の５）を有

していないにもかかわらず、工事を行うとともに、無関係の甲種設備士（Ｃ）の名義を無断

で使用し着工届（法第 17 条の 14）を提出した。 
 
イ 不適切な工事等の結果、技術基準（法第 10 条第４項）に不適合となる状態を生じさせた。 
（ア）既設の消火設備について、給油取扱所に「点検が必要」、「不具合があった」と虚偽の説

明を行い、消火設備の全部又は一部を取り外して、別の給油取扱所に移設した。 
（イ）竣工時の完成検査のため放出した消火薬剤等を充填すべきところ、その作業を怠った。

また、工事の際に破損させたケーブルの補修を怠った。 
 

２ Ｚ社はＸ社の協力会社の１つであり、その従業員のＢは、甲種消防設備士の資格を有して

いないにもかかわらず、Ａの指示の下、上記１の工事をともに行った。 
 
３ 上記１及び２の結果として、給油取扱所において、消火設備が有効に機能しない期間が生

じた。 
なお、給油取扱所からの問い合わせを契機として、Ａの不適切な工事を覚知したＸ社におい

て全ての不備の是正が行われている。 
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令和元年１２月２４日

各都道府県消防設備協会長 様

各消防防災事業団体会長 様

一般財団法人日本消防設備安全センター

理 事 長 門 山 泰 明

（公 印 省 略）

ＮＴＴ固定電話のＩＰ網移行に伴い発生する事象への対応について（依頼）

当安全センター業務の推進につきましては、平素から格別のご支援、ご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。

さて、今般、ＮＴＴが提供する固定電話サービスのＩＰ網への移行に伴い、一部の火災

通報装置において、今後、消防機関からの折り返しの連絡が正常に受けられなくなる事象

が発生することが判明しました。

これを受け、ＮＴＴにおいて、火災通報装置を設置している防火対象物の関係者に対し

て、当該事象の内容を周知し、事象が発生する条件に該当する場合には改善策を講じてい

ただくよう促す等の取組を進めることとなりました。

以上を踏まえ、消防庁予防課長から、「ＮＴＴ固定電話のＩＰ網移行に伴い発生する事象

への対応について」の協力依頼がありました。

つきましては、下記のとおり、当該事象の内容の周知やＮＴＴの取組に対する支援等に

協力いただきたい旨、関係機関に対して周知をお願いいたします。

記

１ 発生する事象の内容について

事象が発生する背景、内容及び改善方法の詳細については、別紙１－１を参照ください。

２ 火災通報装置設置者に対する事象の周知及び改善の促進への協力について

（１）ＮＴＴにおいて、以下のホームページや別紙２のリーフレットにより、火災通報装

置設置者に対して、事象の内容を周知し、改善策を講じるよう促すことを予定して

います。

【ＮＴＴ東日本】

（ ）

【ＮＴＴ西日本】

（ ）

（２）消防用設備等の点検事業者においては、火災通報装置の点検等の機会を捉え、ＮＴ
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Ｔが作成した（１）の資料を活用し事象の内容等を周知するとともに、当該事象が

発生する条件への該当の有無を点検報告書に添付する点検票の備考欄に記載してい

ただく等の対応にご協力ください（点検票記載例については、別添３を参照。）。

（３）当該事象を改善するため、火災通報装置設置者から回線の付け替え工事等の相談が

あった際には、１に示す事象の内容を基に適切にご対応ください。

３ 今後の火災通報装置設置時の対応について

今後、新たに火災通報装置を設置する場合においては、事象が発生する可能性のある火

災通報装置の型式の情報を踏まえ、事象が発生しないよう、火災通報装置と接続する加入

電話回線の契約内容等をご確認ください。

担 当

業務部 櫻井
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Ｎ
Ｔ
Ｔ

固
定
電

話
の

Ｉ
Ｐ
網

移
行

に
伴

い
発

生
す

る
事

象
と

そ
の
改

善
策

等
に

つ
い

て
 

 １
 
背

景
 

 
 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
現

在
使

用
し

て
い

る
固

定
電

話
網

の
中

継
・
信

号
交

換
機

等
が

令
和

７
年

頃
に

老
朽

化

に
よ
り
維
持
で
き

な
く

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
令

和
６

年
１

月
よ

り
順

次
、
固

定
電

話
網

か
ら

Ｉ
Ｐ
網
に
完
全
移

行
す

る
こ

と
を

予
定

し
て

い
る

。
現

在
の

固
定

電
話

網
は

、
1
1
9
番

通
報

後
に

通
報

者

が
電
話
を
切
っ
て

し
ま

っ
た

場
合

で
も

通
報

者
と

再
度

通
話

が
で

き
る

よ
う

に
、
通

報
者

が
電

話
を

切
っ

て
も
回
線
が
保
留

さ
れ

、
指

令
台

か
ら

逆
信

操
作

を
す

る
こ
と

に
よ

り
、
通

報
者

と
通

話
が

で
き

る
仕

組

と
な
っ
て
い
る
が

、
Ｉ

Ｐ
網

で
は

、
こ

の
回

線
を

保
留

す
る

機
能

が
な

く
な

り
、
発

着
信

制
限

な
ど

の
５

機
能
を
備
え
た
上

で
、
通

報
者

に
電

話
を

再
度

か
け

直
す
（

コ
ー

ル
バ

ッ
ク

す
る

）
こ

と
に

よ
り

、
通

報

者
と
再
通
話
が
で

き
る

仕
組

に
変

更
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
 

こ
れ
を
踏
ま
え

、
各

消
防

機
関

に
お

い
て

は
、
令

和
２

年
以

降
、
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Ｐ
網

に
対

応
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た
指

令
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Ｐ
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対
応
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令

台
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修
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台
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台
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け
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1
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通
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き
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仕
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り

コ
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ル
バ

ッ
ク
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も
の

に
切

り
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わ
る

こ
と

に
な

る
。

 

火
災
通
報
装
置

に
つ

い
て

は
、
元

々
、
回

線
保

留
機
能

を
前

提
と

し
て

製
造

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う

に
通

報
者

と
再

通
話

が
で

き
る

仕
組

が
切

り
替

わ
る

こ
と

に
よ

り
、
ナ

ン
バ

ー
・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

等
の

契
約

を
し

て
い

る
加

入
電

話
回

線
に

接
続

す
る

一
部

の
火

災
通

報
装

置
か

ら
1
1
9

番
通
報
を
行
っ
た
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合

に
お

い
て

、
消

防
機

関
か

ら
の

コ
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ル
バ

ッ
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を
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け
ら

れ
な

い
と

い
う

事
象

が

発
生
す
る
こ
と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

 

ま
た
、
令
和
６

年
１

月
以

降
は

、
Ｉ

Ｐ
網

へ
の

完
全

移
行
が

開
始

さ
れ

、
回

線
保

留
機

能
が

提
供

さ
れ

な
く
な
る
た
め
、
同

時
期

に
指

令
台

を
改

修
す

る
予

定
の

地
域

に
お

い
て

は
、
Ｉ

Ｐ
網

対
応

指
令

台
に

改

修
す
る
ま
で
の
間

、
通

報
者

が
電

話
を

切
っ

て
し

ま
っ

た
場
合

で
も

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

に
お

い
て

約
３

秒
後

に
自

動
で
呼
び
返
し
を

行
う

機
能

を
備

え
る

こ
と

を
予

定
し

て
お
り

、
通

報
者

と
再

通
話

が
で

き
る

仕
組

が
確

保
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ

て
い

る
。
こ

れ
に

よ
っ

て
も

、
同

様
に

、
ナ

ン
バ

ー
・
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
等

の
契

約

を
し

て
い

る
加

入
電

話
回

線
に

接
続

す
る

一
部

の
火

災
通

報
装
置

か
ら

1
1
9
番

通
報

を
行

っ
た
場

合
に

お
い

て
消

防
機

関
か

ら
の

コ
ー

ル
バ

ッ
ク

を
受

け
ら

れ
な

い
と

い
う

事
象

が
発

生
す

る
こ

と
が

確
認

さ

れ
て
い
る
。
 

          

別
紙

1
-
1
 

  

 

 ２
 

発
生
す

る
事

象
の

内
容

 

(
1
)
 
事

象
１

（
ナ

ン
バ

ー
・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

契
約

、
モ

デ
ム

ダ
イ

ヤ
ル

イ
ン

契
約

）
 

①
 

火
災

通
報

装
置

を
接

続
し

て
い

る
加

入
電

話
回

線
が

ナ
ン

バ
ー
・
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
契

約
及

び
モ

デ

ム
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
契

約
を

し
て

い
る

場
合

、
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
時

又
は

自
動

呼
び

返
し

時
に

通
話

を
成

立
さ

せ
る

呼
び

出
し

信
号
（

Ｉ
Ｒ

信
号

※
１
）
の

前
に

情
報

信
号
（

Ｃ
Ａ

Ｒ
信

号
※

２
）
が

発
信

さ
れ

る
。

 

②
 

特
定

の
火

災
通

報
装

置
は

、
先

に
発

信
さ

れ
た

Ｃ
Ａ

Ｒ
信

号
を

Ｉ
Ｒ

信
号

と
誤

認
識

し
て

呼
び

出

し
音

が
鳴

動
し
て

し
ま

う
。

 

③
 

Ｃ
Ａ

Ｒ
信

号
発

出
の

６
秒

後
に

Ｉ
Ｒ

信
号

が
発

出
さ

れ
る

た
め

、
そ

の
６

秒
間

に
火

災
通

報
装

置

の
受

話
器

を
取
っ

て
し

ま
う

（
オ

フ
フ

ッ
ク

す
る

）
と

通
話

が
成

立
し

な
い

事
象

が
発

生
す

る
。

 
※
１
着
信
が
あ
る
こ
と
を
電
話
機
に
伝
え
る
信
号
 

※
２
電
話
番
号
等
の
情
報
通
知
を
伴
う
着
信
が
あ
る
こ
と
を
電
話
機
に
伝
え
る
信
号
 

             

 (
2
)
 
事

象
２

（
Ｐ

Ｂ
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
契

約
）

 

①
 

火
災

通
報

装
置

を
接

続
し

て
い

る
加

入
電

話
回

線
が

Ｐ
Ｂ

ダ
イ

ヤ
ル

イ
ン

契
約

を
し

て
い

る
場

合
、

コ
ー

ル
バ

ッ
ク

時
又

は
自

動
呼

び
返

し
時

に
火

災
通

報
装

置
と

通
話

が
成

立
す

る
た

め
に

は
、

受
話

器
を

取
っ

た
後

に
Ｉ

Ｐ
網

か
ら

発
信

さ
れ

る
内

線
指

定
信

号
（

Ｐ
Ｂ

信
号

※
３
）
に

対
し

て
、
受

信
完

了
信

号
を

返
す

必
要

が
あ

る
。

 
※
３
着
信
時
に
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
電
話
機
に
伝
え
る
信
号
 

②
 

す
べ

て
の

火
災

通
報

装
置

は
、
当

該
信

号
を

返
す

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、
話

中
状

態
と

な
り

通

話
が

成
立

し
な

い
事

象
が

発
生

す
る

。
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              ３
 
こ

れ
ら
の

事
象

が
発
生

す
る

条
件

 

 
 

事
象
１
に
つ

い
て

は
次

の
す

べ
て

に
該

当
す

る
場

合
、
事
象

２
に

つ
い

て
は

(
1
)
及

び
(
2
)
に

該
当

す
る

場
合
に
不
具

合
が

発
生

す
る

。
 

(
1
)
 

ナ
ン

バ
ー
・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

契
約
、

モ
デ

ム
ダ

イ
ヤ
ル

イ
ン

契
約

又
は

Ｐ
Ｂ

ダ
イ

ヤ
ル
イ

ン
契

約

を
し
て
い

る
。

 

(
2
)
 

上
記

(
1
)
の

契
約

を
し

て
い

る
加

入
電

話
回

線
と

火
災

通
報

装
置

を
接

続
し

て
い

る
回

線
が

同
一

で
あ
る
。
（

共
用

し
て

い
る

）
 

(
3
)
 

火
災

通
報

装
置

が
特

定
の

型
式

に
該

当
す

る
。

事
象

が
発

生
す

る
可

能
性

の
あ
る

火
災
通

報
装

置

の
型
式
は
別

紙
１

－
２

の
と

お
り

。
 

な
お
、
最

新
の

情
報

に
つ

い
て

は
以

下
の

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

（
U
R
L
：
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f
d
m
a
.
g
o
.
j
p
/
m
i
s
s
i
o
n
/
p
r
e
v
e
n
t
i
o
n
/
p
r
e
v
e
n
t
i
o
n
0
0
1
.
h
t
m
l
）

 

 

４
 
こ

れ
ら
の

事
象

の
改
善

方
法
 

 
 

事
象
１
に
つ

い
て

は
、

次
の

い
ず

れ
か

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
事

象
２

に
つ

い
て

は
(
1
)
又

は
(
2
)
の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

事
象

が
改

善
さ

れ
る
。

 

(
1
)
 
ナ
ン
バ

ー
・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

契
約

等
の

契
約

を
や

め
る

。
 

 
(
2
)
 
ナ
ン

バ
ー

・
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
契

約
等

を
し

て
い

る
加

入
電

話
回

線
と

火
災

通
報

装
置

の
回

線
を

分

け
る
。

 

 
(
3
)
 
火
災
通

報
装

置
を

Ｃ
Ａ

Ｒ
信

号
に

対
応

し
て

い
る

機
種

に
交

換
す

る
。
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～
　

　
す

べ
て

の
条

件
に

該
当

す
る

場
合

、以
下

の
事

象
が

発
生

す
る

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。

火
災
通
報
装
置
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
事
業
者
さ
ま
へ

重
要

な
お

知
ら

せ

※
1

病
院

、介
護

施
設

な
ど

に
法

令
で

設
置

が
義

務
付

け
ら

れ
て

お
り

、N
TT

固
定

電
話

回
線

に
接

続
し

て
消

防
機

関
へ

蓄
積

音
声

情
報

　
   

 に
よ

り
火

災
を

通
報

す
る

と
と

も
に

、通
話

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
装

置
※

2
消

防
本

部
に

よ
っ

て
、指

令
台

の
接

続
回

線
の

変
更

時
期

は
異

な
り

ま
す

。

ご
利

用
の

火
災

通
報

装
置

※
1 （

以
下

、通
報

装
置

）に
つ

い
て

、各
地

域
の

消
防

本
部

に
お

け
る

指
令

台
の

接
続

回
線

の
変

更
時

期
※

2 
以

降
、ま

た
は

、固
定

電
話

の
IP

網
移

行
等

の
時

期（
2

0
2

4
年

1
月

）以
降

、以
下

   
  ～

　
  す

べ
て

の
条

件
に

該
当

す
る

場
合

、消
防

機
関

か
ら

の
折

り
返

し
の

連
絡

を
専

用
電

話
機

で
正

常
に

受
け

ら
れ

な
く

な
る

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。な
お

、通
報

装
置

か
ら

消
防

機
関

へ
の

通
報

は
可

能
で

す
。

　
  の

契
約

サ
ー

ビ
ス

対
応

の
電

話
機

N
TT

固
定

電
話

（
加

入
電

話
）回

線
に

通
報
装
置
を
接
続

通
報

装
置

を
接

続
し

て
い

る
　

　
の

固
定

電
話

に
ナ
ン
バ
ー・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
い
ず
れ
か
、ま
た
は
両
方

を
契

約

通
報

装
置

が
特
定
の

型
式

※
に

該
当

一
般

的
な

通
報

装
置

専
用

電
話

機

N
T

T
固

定
電

話
（

加
入

電
話

）に
通
報
装
置
を
接
続

通
報

装
置

を
接

続
し

て
い

る
の

固
定

電
話

に
ナ
ン
バ
ー・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
い
ず
れ
か
、ま
た
は
両
方

を
契

約

0101

02

01

01
02

03

01

03

01
03

02
03

通
報
は
可
能

固
定

電
話

回
線

通
報

装
置

が
特
定
の
型
式
に
該
当

※
総

務
省

消
防

庁
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ「

ht
tp

s:/
/w

w
w

.fd
m

a.
go

.jp
/m

iss
io

n/
pr

ev
en

tio
n/

pr
ev

en
tio

n0
01

.h
tm

l」
か

ら
、通

報
装

置
メ

ー
カ

ー
等

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

ア
ク

セ
ス

で
き

ま
す

。

※
動

画
再

生
用

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ「
ht

tp
s:

//
w

w
w

.n
tt-

w
es

t.c
o.

jp
/a

d/
co

m
pa

ny
/m

ov
ie

/o
sh

ira
se

_d
ou

ga
01

.h
tm

l」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い（
20

20
年

2月
上

旬
掲

載
予

定
）。

代
表

的
な

事
象

本
事

象
を

解
消

す
る

た
め

の
対

応
方

法
は

裏
面

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

通
報
後
の
折
り
返
し
連
絡
が
受
け
ら
れ
な
い

通
報
装
置
の
通
報
ボ
タ
ン
押
下
に
よ
り
、消
防
機
関
へ
の
通
報
は
問
題
な
く
完
了
。

そ
の
後
、消
防
機
関
か
ら
の
折
り
返
し
連
絡
が
入
り
通
報
装
置
の
専
用
電
話
機
が
鳴
動
す
る
が
、

鳴
動
後
す
ぐ
に
受
話
器
を
取
る
と
通
話
が
で
き
な
い
。

動
画
で
の

ご
確
認
は

こ
ち
ら

※

消
防

機
関

指
令

台

対
応
方
法（
い
ず
れ
か
実
施
）

連
絡
先

注
意
事
項

本
事
象
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

以
下
の
対
応
方
法
の
い
ず
れ
か
を

実
施
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ナ
ン

バ
ー・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

、
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

解
約

す
る

。

下
記

に
記

載
の「

N
TT

●
日

本
お

問
い

合
わ

せ
セ

ン
タ

」に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

通
報

装
置

を
別

の
加

入
電

話
回

線
（

ナ
ン

バ
ー・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

、ダ
イ

ヤ
ル

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

契
約

な
し

）
へ

付
け

替
え

る
。

通
報

装
置

を
対

応
機

種
に

替
え

る
。

通
報

装
置

の
保

守
業

者
さ

ま

通
報

装
置

の
販

売
店

さ
ま

付
け

替
え

工
事

費
は

通
報

装
置

利
用

者
さ

ま
負

担
と

な
り

ま
す

。

購
入

費
用

等
は

通
報

装
置

利
用

者
さ

ま
負

担
と

な
り

ま
す

。

解
約
手
続
き
は
無
料
。

電
話

機
等

の
設

定
変

更
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
先

対
応
方
法
等
の
電
話
確
認
に
つ
い
て

今
回
の
お
知
ら
せ
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ご
注
意
願
い
ま
す

!

■
N

TT
西

日
本

で
は

、本
お

知
ら

せ
を

お
送

り
し

た
通

報
装

置
利

用
者

の
皆

さ
ま

に
お

電
話

し
、本

事
象

が
発

生
す

る
可

能
性

の
有

無
、及

び
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
の

対
応

方
法

等
を

確
認

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

■
確

認
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
内

容
は

管
轄

の
消

防
機

関
に

も
共

有
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

［
本
事
象
の
内
容
、ご
利
用
の
回
線
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
］

［
通
報
装
置
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
］

N
TT
●
日
本
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ

通
報
装
置
の
製
造
元
ま
た
は
保
守
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0I
20
-0
00
-0
00

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 受
付

時
間：

午
前

9
時

～
午

後
5

時（
1

2
/2

9～
1

/3
を

除
き

ま
す

）

※
PB
信
号
方
式
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
の
場
合
を
除
く

※

別
紙
２
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別
記
様
式
第
1
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
そ
の
１
）
 

消
 
防

 
機

 
関

 
へ

 
通

 
報

 
す

 
る

 
火

 
災

 
報

 
知

 
設

 
備

 
点

 
検

 
票

 

名
称
 
 

防
 
火

管
理
者
 

 

所
在
 
 

立
会
者
 

 

点
検

種
別
 

機
 
器
 

点
検

年
月

日
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
～
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

点
検

者
 

氏
名
 

   

点
検

者
 

所
属

会
社
 

社
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TE
L 

 住
所
 

 

点
 
検
 
項
 
目
 

点
 
 
検
 
 
結
 
 
果
 

措
置

内
容

 
種
別
・
容
量
等
の
内
容
 
判

定
 
不

良
内

容
 

機
 
 
 
器
 
 
 
点
 
 
 
検
 

火 災 通 報 装 置 

予 備 電 源 

外
形
 
 

 
 

 

表
示
 
 

 
 

 

結
線

接
続
 
 

 
 

 

電
圧
 

Ｖ
 
 

 
 

切
替

装
置
 
 

 
 

 

充
電

装
置
 

 
 

 
 

本 体 

周
囲

の
状

況
 
 

 
 

 

外
形
 
 

 
 

 

表
示
 
 

 
 

 

ヒ
ュ

ー
ズ

類
 

Ａ
 
 

 
 

予
備

品
等
 
 

 
 

 

起
動

機
能
 
手

動
起

動
装

置
 
 

 
 

 

連
動

起
動

機
能
 
 

 
 

 

優
先

通
報

機
能
 
 

 
 

 

通
報

頭
出

し
機

能
 
 

 
 

 

手
動

起
動

装
置

優
先

機
能
 
 

 
 

 

蓄
積

音
声

情
報

機
能
 
 

 
 

 

再
呼

出
し

機
能
 
 

 
 

 

通
話

機
能

等
（

特
定

火
災

通
報

装
置

を
除
く
｡）

 

蓄
積

音
声

情
報

送
出

後
の

呼
返

し 
 

 
 

 

不
応

答
時

の
通

報
継

続
 
 

 
 

 

切
替
 

 
 

 
 

通
話

終
了

後
の

呼
返

し
 
 

 
 

 

備
考

 
１

 
こ

の
用

紙
の

大
き

さ
は

、
日

本
産

業
規

格
Ａ

４
と

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
２

 
種

別
・

容
量

等
の

内
容

欄
は

、
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
記

入
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
３

 
判

定
欄

は
、

正
常

の
場

合
は

○
印

、
不

良
の

場
合

は
×

印
を

記
入

し
、

不
良

内
容

欄
に

そ
の

内
容

を
記

入
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
４

 
選

択
肢

の
あ

る
欄

は
、

該
当

事
項

に
○

印
を

付
す

こ
と

。
 

 
 

 
５

 
措

置
内

容
欄

に
は

、
点

検
の

際
措

置
し

た
内

容
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

別
添
３
 

別
記

様
式

第
1
3
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
消
防

機
関

へ
通

報
す

る
火

災
報
知

設
備

（
そ

の
２

）
 

火 災 通 報 装 置 

本 体 

通
話

機
能

等
（

特
定

火
災

通
報

装
置

に
限
る
。
）
 

ハ
ン

ズ
フ

リ
ー
通

話
へ

の
移

行
 

 
 

 
 

切
替
 

 
 

 
 

電
話

回
線

の
保

持
 

 
 

 
 

モ
ニ

タ
ー

機
能
 

 
 

 
 

遠 隔 起 動 装 置 

周
囲

の
状

況
 

 
 

 
 

外
形
 

 
 

 
 

表
示
 

 
 

 
 

機
能
 

 
 

 
 

回 線 終 端 装 置 等 

外
形
 

 
 

 
 

予
備

電
源
 

外
形
 

 
 

 
 

回
線

終
端

装
置

等
と

の
接

続
 
 

 
 

 

切
替

装
置
 

 
 

 
 

充
電

装
置
 

 
 

 
 

消 防 機 関 へ 通 報 す る 火 災 報 知 設 備 

発 信 機 

周
囲

の
状

況
 

 
 

 
 

外
形
 

 
 

 
 

機
能
 
押

し
ボ

タ
ン
 

 
 

 
 

連
動

起
動

機
能
 

 
 

 
 

結
線

接
続
 

 
 

 
 

標 識 

標
識

板
 
外

形
 

 
 

 
 

常
夜

灯
 

 
 

 
 

標
識

灯
 

 
 

 
 

備 考 

  ・
接

続
さ

れ
て

い
る

電
話

番
号
 

○
○

－
○

○
○

○
－

○
○

○
○
 

 ・
他

の
固

定
電

話
と

回
線

を
共

用
し
て

い
る
 

 ・
ナ

ン
バ

－
・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

契
約
有

り
 

 ・
火

通
第

○
○

○
号
（
N
D
、
MD
対

応
）
 

測 定 機 器 

機
器

名
 

型
式
 

校
正

年
月

日
 

製
造

者
名
 

機
器

名
 

型
式
 

校
正

年
月

日
 

製
造

者
名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
考
 

１
 

こ
の
用
紙
の
大

き
さ

は
、

日
本

産
業

規
格

Ａ
４

と
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
２
 

種
別
・
容
量
等

の
内

容
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

記
入

す
る

こ
と

。
 

 
 
 
３
 

判
定
欄
は
、
正

常
の

場
合

は
○

印
、

不
良

の
場

合
は

×
印

を
記

入
し

、
不

良
内

容
欄

に
そ

の
内

容
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

 
 
 
４
 

選
択
肢
の
あ
る

欄
は

、
該

当
事

項
に

○
印

を
付

す
こ

と
。

 

 
 
 
５
 

措
置
内
容
欄
に

は
、

点
検

の
際

措
置

し
た

内
容

を
記

入
す

る
こ

と
。
 

火
災

通
報

装
置

が
接

続
さ

れ
て

い
る

電

話
番

号
を

記
載
 

火
災

通
報

装
置

が
接

続
さ

れ
て

い
る

電
話

回
線

が
、

火
災

通
報

装
置

専
用

又
は

他
の

固
定

電
話

と
共

用
し

て
い

る
か
を

記
載
 

他
の

固
定

電
話

と
電

話
回

線
を

共
用

し

て
い

る
場

合
は

、
ナ
ン

バ
ー
・
デ

ィ
ス
プ

レ
イ

契
約

、
モ

デ
ム

ダ
イ

ヤ
ル

イ
ン

契

約
、

P
B
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
契

約
に

該
当

し

て
い

る
か

を
記

載
 

・
安

全
セ

ン
タ

ー
認

定
番

号
又

は
メ

ー

カ
ー

の
型

式
番

号
を
記
載
 

・
ナ

ン
バ

ー
・
デ
ィ

ス
プ

レ
イ
契

約
又
は

モ
デ

ム
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
契

約
に

対
応

又

は
非

対
応

の
機

種
か

を
記

載
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